
 

 

あけぼの通信 第 10 号 

２０２1．8．1 (株)浜田あけぼの水産  

ご挨拶 

社⾧の室﨑拡勝です 。当社の底びき網船 団は現在休漁中です 。山陰沖の沖 合

底びき網は、6 月 1 日から 8 月 15 日までの 2 カ月半は資源保護を目的として禁

漁となっています。 この間に魚たちはし っかり餌を食べのび のびと育っていま

す。禁漁の効果もあり８月 16 日からの禁漁明けの航海では、のどぐろなどいろ

いろな魚が普段より 沢山網に入ります。 乗組員にとってはこ の禁漁明けの航海

が 1 年の中で一番つら

い 時 期 と な り ま す 。 気

温 が 高 い 上 に 、 一 度 に

多 く の 魚 が 獲 れ る か ら

で す 。 そ ん な 乗 組 員 た

ち の 苦 労 の 結 晶 、 の ど

ぐ ろ を 始 め と す る 日 本

海 の 幸 を 皆 様 に 提 供 し

て 、 少 し で も 日 本 の 食

卓 が 豊 か に な る よ う 貢

献したいと思います。 

現在新型コロナウイ ルスの影響でインド ネシアからの漁業実 習生が入国で き

ない状況が続いてい ます。そこで、当社 ではこの夏、日本人 船員の大量採用を

行いました。新人船 員にとっては暑さと 船酔いの洗礼は大変 厳しいですが全員

乗り越えてほしいと 切に願っております 、皆様も応援よろし くお願い致します。    

新漁労⾧紹介 

あけぼの通信第５号（2020 年 10 月配信）で第二あけ

ぼ の 丸 船 ⾧ と し て 紹 介 し た 松 谷 忠 司 船 ⾧ で す が 、 こ の

度、沖高正一漁労⾧の勇退により、第一・第二あけぼの

丸を束ねる新漁労⾧（主船・第一あけぼの丸船⾧）に就

任いたしました。 

現在 4９歳、これまで従船である第二あけぼの丸の船

⾧として⾧年船団の副リーダーを務めてきました。第５

号で紹介した通り、松谷漁労⾧は寡黙で、感情を顔に出

出漁式の模様（令和２年８月１５日） 



 

 

さない職人気質なタ イプです。しかし、従船船⾧の頃から船 員や漁のことを常

に考え、沖高前漁労 ⾧を補佐して船団を 円滑に運営して来ま した。今回の漁労

⾧就任は、第一、第 二あけぼの丸の船員 を始めとして、会社 全体が期待してい

るところです。 

新漁労⾧として、船 員達の采配や新しい 漁の戦略など、取り 組まなければ な

らないことは多いの ですが、夏の修繕、 漁の準備と船団の皆 を率いて精力的に

取り組んでいます。 船団の水揚げは漁労 ⾧次第といっても過 言ではありません。

前任の沖高漁労⾧の 意志を継ぎ、引き続 き皆さまに美味しい お魚をお届けする

ため全力を注いで参りますので、応援のほどよろしくお願いいたします！ 

 

 今月のお魚紹介 「かます」  

 浜 田漁 港 に水 揚げ され るカ マ

スは 、体 色 が黄 味が かっ てい る

アカ カマ ス と、 黒味 がか って や

や小 型の ヤ マト カマ スの ２種 類

で す 。 浜 田 で は ア カ カ マ ス を

「 か ま す 」、 ヤ マ ト カ マ ス を

「黒 かま す 」と 呼ん でい ます 。

浜田 の沖 合 底び き網 漁業 では 初

冬か ら春 先 にか けて まと まっ て

漁獲 され 、 大型 のア カカ マス は

高値で取引されます。 

ヤ マ ト カ マ ス は ア カ カ マ スに

比 べて 水 っ ぽく 、 美 味 しさ の 点

で はア カ カ マス に 軍 配 があ が り

ま す。 大 型 量販 店 な ど で売 ら れ

て いる カ マ スの 干 物 の 原料 は ア

カ カマ ス の 小型 魚 や ヤ マト カ マ

ス が多 い よ うで す 。 こ の干 物 を

食 べて 、 か ます の 干 物 は脂 が 無

く、 ぱさ ぱ さし て美 味し くな い 、

と 感じ ら れ てい る 方 も 多い と 思

います。実は、大型 のアカカマスは脂が 乗って、非常にジュ ーシーで、鮮魚で

も、加工しても大変 美味なのです。特に 、冬から春にかけて 漁獲されるものは

絶品です。この時期 に漁獲される大型の アカカマスは高級料 亭に出荷されるこ

とが多く、なかなか 手に入らないため、 美味しくないかます が一般的になって



 

 

いると思われます。 当社では山陰沖であ けぼの丸が旬に漁獲 した大型のアカカ

マスを、新鮮な獲れ たての状態で開き、 浜田の良質な水と薄 塩で調え、一夜干

しにして提供させて いただいております 。浜の匠が一尾ずつ 丁寧に仕上げてお

りますので旬のかま すの旨味をそのまま 味合うことができま す。脂の乗った上

品な味覚を是非ご満喫ください。 

 
浜田近況レポート 

今夏も例年同様、猛 暑日が続いておりま すが、皆さまはいか がお過ごしで し

ょうか。浜田でも毎 日痛いほどの紫外線 が降り注ぎ、外で作 業をする船員達が

日 に 日 に 黒 く な っ て い き ま す 。 日 焼 け 止 め を 塗 る よ う 勧 め て も 、「 漁 師 が 夏 に

白くてどうする！」と言われてしまいました。 

さて、そんな夏の折 、浜田漁港で「はま だお魚市場」が７月 ２２日にグラ ン

ドオープンしました！ 

新しい「はまだお魚 市場」は商業棟と仲 買棟から構成されて います。商業 棟

１階はここマーケッ トと呼ばれる土産品 コーナー、２階はフ ードコートで食事

が楽しめます。仲買 棟はおさかな通りと 呼ばれ、仲買さん直 営の店で新鮮な魚

介類を買うことができます！ 

お魚通り（仲買棟）                         

おさかな通りには、地元の仲買直営店が並んで

います。もちろん、販売しているのは目の前の浜

田漁港で水揚げされた新鮮なお魚たちです。（漁期

中には、あけぼの丸の魚も並びます！） 

価格も漁港価格でとってもお得！スーパーや一

般的なお魚屋さんではお目にかかれないような珍

しいお魚が並ぶこともあります。 

地元民はもちろん、観光で訪れた方もクール宅急

便で自宅に送ることができます。これぞまさに、

漁港直送！ 



 

 

ここマーケット（お土産品コーナー） 

商業棟１階には、地元のお土産品がたくさん並んでい

ます。島根県定番のお土産をはじめ、浜田ならではの加

工品や工芸品などもたくさん置いてあります。（当社の

一夜干しも置いてありますよ！） 

また、お土産コーナーの一角には新名物の「鯖ドッ

グ」の販売コーナーもあり、一緒に浜田の地ビールや手

作りどぶろくも楽しめます！（浜田はどぶろく特区！） 

 
洋食・中華・和食フードコート 

商業棟２階

のフードコー

トでは「炙り

のどぐろ丼」などをはじめ、和・洋・中の様々

な料理を楽しむことができます。もちろん、それぞ

れ浜田港で水揚げされた魚介類を使ったメニューも

用意されています！ 

席からの眺めは抜群で、漁港や市場が見渡せま

す。（タイミングが合えば、市場に停泊中のあけぼの

丸も見えますよ！） 

未だコロナとの戦いは終息せず苦しい日々が続いておりますが、気兼ねなく

旅行ができるようになった暁には、ぜひとも立寄ってみてください！ 

今月の一句 

 


